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天
美
村
堀
の
池
嶋
駒
吉
が
寄
贈

供
出
後「
七
生
滅
敵
」石
を
設
置

　
松
原
小
学
校
に
楠

く
す
の

木き

正ま
さ
し
げ成
の
銅
像（
大だ
い

楠な
ん
こ
う公
馬
上
ノ
銅
像
）
が
松
原
村
岡
の
伊い

東と
う

榮え
い
い
ち一
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）十
月（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」250
）、

同
じ
よ
う
に
天
美
小
学
校
に
も
大
楠
公
馬

上
ノ
銅
像
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
寄
贈
し
た
の
は
、
当
時
の
天
美
村
堀（
現

天
美
南
）の
池い

け
し
ま
こ
ま
き
ち

嶋
駒
吉
で
し
た
。
池
嶋
家
は
、

戦
前
か
ら
織お

り
ふ布
工
場
を
営
ん
で
お
り
、
市
域

に
は
明
治
末
期
以
降
、
松
原
・
天
美
・
布
忍
・

恵
我
・
三
宅
の
各
村
々
に
、
多
く
の
織
布
工

場
が
あ
り
ま
し
た
。
伊
東
も
、
伊
東
織
布
工

場
を
経
営
し
て
い
た
の
で
す
。

　
駒
吉
の
織
布
工
場
は
、
の
ち
大
一
織
物

株
式
会
社
と
し
て
、発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

池
嶋
家
に
は
、
昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）

六
月
五
日
、
大
阪
軍
政
部
と
大
阪
府
が
大

一
織
物
株
式
会
社
に
証
明
し
た「
重
要
物
資

在
庫
緊
急
調
査
令
に
よ
る
物
資
報
告
済
証
」

の
木
札
が
今
も
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦

後
三
年
が
経
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

物
資
が
不
足
す
る
中
、
池
嶋
家
の
工
場
に

重
要
物
資
が
保
管
さ
れ
、事
あ
る
緊
急
の
時
、

同
社
か
ら
品
物
を
出
し
入
れ
す
る
よ
う
に

し
た
の
で
す
。

　
さ
て
、
駒
吉
は
軍
国
主
義
た
け
な
わ
の
昭

和
十
四
年
十
月
、
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

時
代
、
南
朝
の

忠
臣
・
楠
木
正
成
の
馬
上
の
銅
像
を
天
美
村

に
寄
贈
し
、
天
美
尋
常
高
等
小
学
校
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
、
同
校
に
は
前
年

の
昭
和
十
三
年
七
月
、
天
美
村
我
堂（
現
天

美
我
堂
）
の
関せ

き
も
と本

源げ
ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
に
よ
っ
て
二
宮
金

次
郎（
尊そ

ん
と
く徳
）
像
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
し
た

（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」204
）。
貧
し
く
と
も
学
問

に
励
ん
だ
金
次
郎
像
と
共
に
、
当
時
の
挙き

ょ
こ
く国

一い
っ
ち致
・
尽じ
ん
ち
ゅ
う忠
報ほ
う
こ
く国
・
堅け
ん
に
ん忍
持じ
き
ゅ
う久
を
目
標
と

す
る
国
民
精
神
総
動
員
運
動
に
あ
わ
せ
て
、

献
金
や
献
品
な
ど
が
奨
励
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、大
楠
公
像
も
建
立
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）六
月
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
物
資
不
足
の
た
め
、

銅
像
は
軍
需
品
と
し
て
供
出
さ
れ
、
今
で
は

現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
天
美
小
学
校

の
創
立
一
〇
〇
周
年
の
記
念
と
し
て
発
行

さ
れ
た『
天
美
百
年
史
』（
昭
和
四
八
年
一
二

月
）
に
、
こ
の
頃
の
貴
重
な
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
同
誌
の「
大
楠
公
像
建
立
」
の
項
に
は
、

校
舎
を
バ
ッ
ク
に
馬
上
に
ま
た
が
る
楠
木

正
成
像
が
見
ら
れ
ま
す
。
昭
和
十
四
年
十
月

一
日
、
当
時
の
天
美
村
村
長
の
北
田
百
蔵
が

駒
吉
に
贈
っ
た
感
謝
状
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
北
田
は
も
と
も
と
天
美
尋
常
高
等

小
学
校
に
大
正
十
年（
一
九
二
一
）
に
奉
職

し
、
の
ち
十
二
代
校
長
と
し
て
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）ま
で
勤
め
た
教
育
者
で
し
た
。

　
感
謝
状
は「
今
般
貴
殿
日
本
精
神
鼓こ

ぶ吹
強

調
ノ
目
的
ヲ
以
テ
本
村
ニ
対
シ
大
楠
公
ノ

銅
像
竝

な
ら
び
に

台
石
建
設
工
事（
価
格
弐に

阡せ
ん

圓
）

御
寄
贈
被く

だ
さ
れ成

下そ
う
ろ
う候

段だ
ん

誠
ニ
時
局
柄
有
意
義

ナ
ル
美び

挙き
ょ

ト
存
ジ
感
謝
感
激
貴
下
篤と

く

志し

ニ

対
シ
茲こ

こ

ニ
萬ば

ん
く
う腔

ノ
敬
意
ト
深し

ん
じ
ん甚

ナ
ル
謝
意

ヲ
表
ス
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
立
か
ら
三
年
半
後
の
昭
和
十
八
年
六

月
、
銅
像
は
供
出
さ
れ
ま
し
た
。
三
輪
車
に

乗
せ
ら
れ
た
像
を
楠
木
氏
の「
菊
水
紋
」と

「
非
理
法
権
天
」
の
ノ
ボ
リ
を
掲
げ
、
前
に

は
国
民
学
校
の
子
ど
も
た
ち
や
軍
服
姿
の

人
々
が
先
導
し
て
い
ま
す
。
後
ろ
に
は
背
広

姿
の
人
々
も
従
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
も
な
く
、
銅
像
が
無
く
な
っ
た
台
石

の
上
に
、
正
成
ゆ
か
り
の
金
剛
山（
千
早
赤

阪
村
）か
ら
切
り
出
さ
れ
た
巨
石
が
運
ば
れ
、

「
七

し
ち
し
ょ
う生
滅め
つ
て
き敵」と
刻
み
、
台
石
の
上
に
据
え
ら

れ
た
の
で
し
た
。
正
成
が
述
べ
た
と
さ
れ

る「
七
た
び
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
敵
を
滅
ぼ

す
」
の
意
で
、
松
原
小
学
校
の
大
楠
公
像
台

石
に
刻
ま
れ
た「
七
生
報
国
」
と
相
通
じ
る

も
の
で
す
。
今
回
、こ
の
機
会
に
台
石
や「
七

生
滅
敵
」
石
が
小
学
校
周
辺
に
遺
存
し
て
い

な
い
か
と
探
し
ま
し
た
が
、
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
戦
後
七
十
余
年
を
経
た
今
日
、
正
成
の
精

神
の
根
幹
と
な
っ
た「
国
・
親
・
衆
生
・
三

宝
」
の
四
恩
の
教
え
が
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
と
く
に
、
河
内
地
方
は
楠
公
史

跡
が
至
る
所
に
残
っ
て
い
ま
す
。
本
年
四

月
、
正
成
が
少
年
時
代
、
学
問
に
い
そ
し
ん

だ
観か

ん
し
ん心
寺じ

の
あ
る
河
内
長
野
市
が
中
心
と

な
っ
て
、
近
畿
の
二
五
市
町
村
が「
楠
公
さ

ん
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
協
議
会
を
設

立
し
、
本
市
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
戦
前
、
多
く
の
正
成
像
が
建
立
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
戦
後
、
表
に
出
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
正
成
に
再
び
、
脚
光
が
浴
び
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

天美小学校の楠木正成像
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲「大楠公銅像」の供出 ▲「大楠公銅像」▲「七生滅敵」石の設置　
「大楠公銅像」写真は、いずれも天美小学校『天美百年史』（昭和48年）より転載
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▲「物資報告済証」木札
（天美南4丁目・池嶋謙廣氏蔵）
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）


